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四
月
八
日
に
執
行
さ
れ
た
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
当
選
を
果
た

し
た
な
か
、
二
十
三
人
の
議
員
が

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
を

結
成
し
、
市
会
第
一
党
の
立
場
を

再
び
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
常
に
市
民
の
目

線
に
立
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
活

力
あ
る
京
都
の
実
現
を
目
指
し
て
、

議
員
団
一
丸
と
な
り
、
更
に
一
層

努
力
し
て
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
、
地
方
議
会
の
担
う
役
割
は
、

一
層
重
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
批

判
も
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。
地
方
議
会
が
行

政
の
監
視
機
関
と
し
て
の
役
割
を

も
果
た
す
た
め
、
徹
底
し
た
審
議

を
尽
く
し
、
行
政
と
良
い
意
味
で

の
緊
張
関
係
を
保
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
会
議
員
は
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
と
し
て
、

皆
様
の
悩
み
や
苦
し
み
、
痛
み
、

ま
た
地
域
社
会
の
問
題
点
も
認
識

し
、
市
会
に
お
い
て
し
っ
か
り
議

論
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
議
員

団
に
お
い
て
も
政
策
研
究
に
励
み
、

審
議
能
力
、
政
策
立
案
能
力
を
高

め
、
皆
様
の
お
声
が
本
市
行
政
に

反
映
す
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
、
皆
様
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
と
心
を
新
た
に
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
も
「
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
」

を
発
行
し
、
私
た
ち
の
考
え
を
述

べ
、
皆
様
か
ら
の
ご
叱
正
を
承
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市
会
第
一
党
の
役
割
担
う

市
会
第
一
党
の
役
割
担
う

市
会
第
一
党
の
役
割
担
う京

都
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
！

京
都
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
！
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団

　

後
方
５
列
目
右
か
ら

西
脇
尚
一
（
下
京
区
）

ム
ク
ダ
知
雄
（
南　

区
）

高
橋
泰
一
朗
（
伏
見
区
）

井
上
与
一
郎
（
右
京
区
）

田
中
セ
ツ
子
（
南　

区
）

ま
き
の
わ
た
る
（
左
京
区
）

内
海
貴
夫
（
東
山
区
）

　

４
列
目
右
か
ら

富　

き
く
お
（
山
科
区
）

繁　

隆
夫
（
伏
見
区
）

か
と
う
盛
司
（
中
京
区
）

小
林
正
明
（
北　

区
）

橋
村
芳
和
（
伏
見
区
）

加
地　

浩
（
北　

区
）

大
西　

均
（
左
京
区
）

　

３
列
目
右
か
ら

中
村
三
之
助
（
上
京
区
）

田
中
英
之
（
右
京
区
）

津
田
大
三
（
中
京
区
）

寺
田
か
ず
ひ
ろ
（
上
京
区
）

　

２
列
目
右
か
ら

山
本
恵
一
（
北　

区
）

田
中
明
秀
（
西
京
区
）

𠮷
井
あ
き
ら
（
山
科
区
）

西
村
義
直
（
西
京
区
）

　

１
列
目

山
元
あ
き
（
右
京
区
）

市会本会議場に勢ぞろいした自民党市会議員団（5月9日）

市
民
の
目
線
で

期
待
に
応
え
る

　

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
団
長　

井
上　

与
一
郎
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（
新
景
観
政
策
の
実
施
・
推
進
に

向
け
て
の
取
り
組
み
）

　

井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）
千
二

百
年
の
悠
久
の
歴
史
と
豊
か
な
自
然

に
よ
り
育
ま
れ
て
き
た
こ
の
美
し
い

京
都
の
景
観
を
、
五
十
年
、
百
年
先

の
世
代
ま
で
継
承
し
て
い
く
た
め
に

は
、
現
代
に
生
き
る
市
民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
八
項
目
に
わ
た
る
市

会
の
決
議
事
項
に
も
全
力
で
取
り
組

み
、
九
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

の
政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
万
全

の
体
制
で
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
景
観
政
策
の
実
施
及
び
推
進
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
新
景
観

政
策
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
は
景
観

行
政
部
門
に
局
長
級
の
景
観
創
生
監

の
創
設
を
始
め
、
審
査
・
指
導
体
制

の
強
化
と
組
織
再
編
を
行
い
、
さ
ら

に
七
月
一
日
に
、
新
た
に
民
間
経
験

の
あ
る
優
秀
な
建
築
職
を
十
名
程
度

採
用
し
ま
す
。
新
景
観
政
策
に
係
る

デ
ザ
イ
ン
基
準
は
、
多
く
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
て
、
優
れ
た
提
案
を
受
け

入
れ
る「
進
化
す
る
デ
ザ
イ
ン
基
準
」

と
し
、
そ
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、

高
度
な
審
査
能
力
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、し
っ
か
り
と
研
修
を
行
い
、

市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

に
お
住
ま
い
の
方
々
へ
の
支
援
策
で

あ
る
良
質
な
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
維

持
保
全
・
建
て
替
え
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
は
、
七
月
に
は

先
行
し
て
実
施

し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら

の
他
、
先
の
市

会
に
お
け
る
決

議
を
重
く
受
け

止
め
、
こ
れ
を

す
べ
て
速
や
か

に
実
行
に
移
す

べ
く
、
全
庁
挙

げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、ま
た
、

先
の
市
会
で
の

議
決
後
、
提
出

さ
れ
る
建
築
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
駆
け
込
み
建
築
と
な

ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
京
阪
京
津
線
車
両
の
太
秦
天
神

川
駅
ま
で
の
乗
り
入
れ
延
長
と
太
秦

天
神
川
駅
開
業
に
伴
う
市
バ
ス
路
線

の
整
備
）

　

井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）
来
年

一
月
、
地
下
鉄
東
西
線
が
太
秦
天
神

川
ま
で
延
伸
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
が
、
現
在
、
京
阪
京
津
線
車
両
は

京
都
市
役
所
前
ま
で
乗
入
れ
、
折
り

返
し
運
転
を
行
っ
て
お
り
、
烏
丸
御

池
駅
や
二
条
駅
ま
で
行
か
れ
る
乗
客

は
、
乗
換
え
せ
ざ
る
を
得
ず
、
大
変

不
便
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
際
、京
阪
電
鉄
と
協
議
さ
れ
、京
阪

京
津
線
車
両
の
太
秦
天
神
川
駅
ま
で

の
乗
入
れ
を
実
現
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。　ま
た
、右
京
区
の
北

部
と
南
部
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。
市
長

の
ご
所
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
こ
れ
ま

で
、
京
津
線
車
両
の
乗
り
入
れ
延
長

に
つ
い
て
は
、電
力
設
備
の
増
強
や
、

京
阪
電
鉄
へ
の
車
両
使
用
料
の
負
担

増
等
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
度
の
地
下
鉄
延
伸
を
き
っ
か
け
に

何
と
か
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い

で
、
京
阪
電
鉄
と
前
向
き
に
検
討
を

重
ね
て
お
り
、
今
後
、
諸
課
題
の
解

決
等
の
協
議
を
進
め
、
延
伸
開
通
と

同
時
に
、
浜
大
津
駅
か
ら
太
秦
天
神

川
駅
ま
で
の
直
通
運
転
を
実
現
し
て

参
る
所
存
で
す
。

　

市
バ
ス
路
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
交
通
局
に
お
い
て
、
各
部
署
が

連
携
し
た
「
市
バ
ス
路
線
再
編
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
右
京
区
を
運

行
す
る
バ
ス
路
線
を
中
心
に
検
討
を

進
め
て
お
り
、
再
編
の
実
施
時
期
に

つ
き
ま
し
て
は
平
成
二
十
年
一
月
の

地
下
鉄
開
通
時
に
一
体
的
に
行
い
ま

す
。
ま
た
再
編
に
当
っ
て
は
、
太
秦

天
神
川
駅
や
右
京
区
総
合
庁
舎
等
の

新
し
い
拠
点
へ
便
利
に
お
越
し
い
た

だ
け
る
よ
う
、
駅
周
辺
を
運
行
し
て

い
る
既
存
路
線
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
の
乗
入
れ
と
右
京
区
の
南
北
を
結

ぶ
新
た
な
路
線
の
開
設
を
重
点
に
、

地
元
の
皆
様
の
要
望
を
十
分
に
踏
ま

え
て
参
り
ま
す
。

　
（
北
部
山
間
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
福
祉
へ
の
支
援
）

　

井
上
与
一
郎
議
員
（
質
問
）
京
都

市
域
に
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
割
合

が
50
％
以
上
を
占
め
る
「
限
界
集

落
」
が
京
北
地
域
も
含
め
、
北
部
山

間
に
八
集
落
あ
り
、
非
常
に
深
刻
な

問
題
で
す
。
北
部
地
域
が
長
年
培
っ

て
き
た
相
互
扶
助
に
よ
る
地
域
生
活

の
安
全
シ
ス
テ
ム
が
成
り
た
た
な
く

な
っ
た
場
合
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

老
後
が
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
福
祉
の

支
援
が
不
可
欠
で
す
が
、
市
長
の
ご

所
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
山
間
地
域
に
お

い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

事
業
者
に
助
成
す
る
「
介
護
サ
ー
ビ

ス
山
間
地
域
提
供
協
力
金
」
制
度
の

創
設
や
、
左
京
区
花
背
に
お
け
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
整
備
な

ど
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
地
域
住

民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備
や
、
様
々
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
、
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
な
ど
の
事
業
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
五
月
市
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
先
輩
・
同
僚
議
員
の

皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
歴
史

と
伝
統
あ
る
第
七
十
三
代
京
都
市
会

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

地
方
分
権
の
面
で
は
、
本
年
四
月

一
日
か
ら
、
地
方
分
権
改
革
推
進
法

が
施
行
さ
れ
、
更
な
る
地
方
分
権
改

革
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
が
踏
み
出

さ
れ
る
中
で
、
住
民
の
代
表
で
あ
る

地
方
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行

政
に
対
す
る
監
視
機
能
の
強
化
や
政

策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
議
会
の
権
限
強
化
に
も
着
実
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
先
輩
の
議
長

の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
市
民

に
開
か
れ
た
市
会
」
、
「
魅
力
あ
ふ

れ
る
市
会
」
づ
く
り
を
更
に
推
進
す

る
た
め
、
市
民
の

皆
様
の
意
見
や
声

を
謙
虚
に
聞
き
、

市
民
の
思
い
に
し

っ
か
り
と
寄
り
添

う
市
会
を
目
指
し

努
力
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
自

民
党
京
都
市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と

す
る
市
会
議
員
と
と
も
に
全
力
で
頑

張
っ
て
ま
い
る
覚
悟
で
す
の
で
、
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

市民の思いに
寄り添う市会に
市民の思いに
寄り添う市会に
市会議長 内海貴夫

井
上
与
一
郎
議
員
（
右
京
区
）

高
齢
者
福
祉
の
充
実

万
全
の
体
制
で
臨
む

ま
ず
市
民
の
理
解
と
協
力

京
の
景
観
し
っ
か
り
継
承

京
の
景
観
し
っ
か
り
継
承

鴨川から望む美しい京都の景観も悠久の歴史とともに継承したい

井上与一郎議員の質問項目
・新景観政策の実施・推進に向けての取り組み

・府の高校修学援助事業の京都市民への適用

・京阪京津線車両の太秦天神川駅までの乗り入れ延長

・太秦天神川駅開業に伴う市バス路線の整備

・京北地域等における林業振興支援策

・北部山間地域における高齢者福祉への支援

・今後の公園整備の在り方

議員席から議長席を望む

北
部
山
間
地
域
の
集
落（
柏
）

京
阪
の
乗
り
入
れ

太
秦
天
神
川
駅
迄
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（
京
都
市
職
員
の
不
祥
事
根
絶
の

た
め
の
取
り
組
み
）

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
不
祥
事

の
根
絶
に
向
け
て
不
退
転
の
決
意
で

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
結
果
、
そ
の

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
行
動
面
に
も
変
化
が
現
れ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、「
不
祥
事
続
発
の
要
因
を
す

べ
て
解
消
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
」

の
も
否
定
で
き
ず
、
今
後
、
仕
組
み

を
厳
格
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
問

題
事
象
を
早
期
に
把
握
し
、
早
期
解

決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
充
実
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。改
め
て
、

不
祥
事
根
絶
に
向
け
た
市
長
の
決
意

と
、
今
後
の
取
り
組
み
の
進
め
方
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
昨
年
八

月
に
策
定
し
た
「
市
民
の
信
頼
回
復

と
再
生
の
た
め
の
抜
本
改
革
大
綱
」

を
今
日
に
至
る
ま
で
全
庁
挙
げ
て
抜

本
的
・
構
造
的
改
革
を
断
行
し
た
結

果
、
不
祥
事
を
抑
止
す
る
仕
組
み
は

着
実
に
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
長
年
の
「
う
み
」
の
す
べ

て
を
出
し
切
っ
た
と
は
言
え
ず
、
大

綱
に
掲
げ
た
五
十
八
の
改
革
策
の
う

ち
残
る
十
項

目
の
着
実
な

推
進
、
既
に

実
施
し
て
い

る
項
目
に
つ

い
て
の
厳
正

か
つ
継
続
的

な
運
用
、
更

に
は
研
修
の

充
実
な
ど
の

公
務
員
倫
理
を
徹
底
す
る
た
め
の
新

た
な
対
策
に
つ
い
て
、
改
革
の
手
綱

を
一
層
引
き
締
め
、
緊
張
感
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

職
員
の
不
祥
事
の
防
止
や
早
期
発

見
、
早
期
解

決
の
た
め
、

現
在
行
政
内

部
に
設
置
し

て
い
る
公
益

通
報
窓
口
に

加
え
、
本
年

秋
を
目
途
に

行
政
外
部
に

も
法
律
の
専

門
家
等
に
よ

る
通
報
窓
口

を
設
置
す
る

こ
と
と
致
し

ま
す
。

　
（
公
正
な
職
務
執
行
の
確
保
に
関

す
る
条
例
）

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
こ
の
条

例
の
制
定
を
通
し
て
、
公
正
な
職
務

の
執
行
を
確
保
し
、
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
市
政
運
営
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
、

市
長
の
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）
こ
の
条

例
は
職
員
が
職
務
に
関
し
受
け
た
要

望
等
を
す
べ
て
記
録
し
、
そ
の
概
要

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
務
執

行
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

不
正
な
要
望
等
に
対
し
て
は
、
組
織

を
挙
げ
て
毅
然
と
対
応
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政

運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
条
例
を
適
正
に
運
用

し
、
か
つ
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
今
後
、
具
体
的
な
運
用
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、
職
員
研
修
を
十
分
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
こ

の
条
例
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
参
り
ま

す
。

 

不
祥
事
根
絶
、厳
格
な
対
応

不
祥
事
根
絶
、厳
格
な
対
応

不
祥
事
根
絶
、厳
格
な
対
応

代
表
質
問
５
月

市
会

五
月
定
例
市
会
代
表
質
問
は
五
月
二
十
八
日

に
行
な
わ
れ
、
自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
か

ら
井
上
与
一
郎
（
右
京
区
）、橋
村
芳
和
（
伏

見
区
）
両
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

橋村芳和議員の質問項目
・08年サミット外相会合の成功に向けた取り組み

・職員不祥事根絶のための取り組み

・条例制定を通した公正な職務の執行の確保

・有料指定袋制導入によるごみ減量目標の達成見込み

・プラスチック分別収集の全世帯への拡大に向けた周知

・「子どもを共に育む京都市民憲章」の具体化

・学校運営協議会での取り組み

・源氏物語千年紀事業の取り組み

要因の解消へ
一層取り組み

橋
村
芳
和
議
員
（
伏
見
区
）

不祥事根絶の決意を述べる桝本市長

「子どもを共に育む京都市民憲章」の具現化へ（市内小学校で）

京
都
が
持
つ
日
本

文
化
を
ア
ピ
ー
ル

信
頼
さ
れ
る
市
政

の
実
現
に
向
け
て

　
（
子
ど
も
を
共
に
育
む
京
都
市
民

憲
章
）

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）「
子
ど

も
を
共
に
育
む
京
都
市
民
憲
章
」
を

真
の
意
味
の
市
民
憲
章
と
す
る
た

め
、
京
都
市
総
体
と
し
て
ど
の
よ
う

な
推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
か
れ
る

か
、
ま
た
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、「
子
育
て

と
教
育
の
先
進
都
市
」
を
目
指
す
京

都
市
に
相
応
し
く
、
憲
章
を
具
体
化

し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
原
任
副
市
長
（
答
弁
）
京
都
市

総
体
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
早
急
に
全
庁
的
な
推
進
体

制
を
構
築
し
、
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま

す
。ま
た
、憲
章
を
具
体
化
す
る
行
動

の
輪
を
市
民
ぐ
る
み
で
広
げ
る
方
策

と
し
て
は
、人
づ
く
り
21
世
紀
委
員

会
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携
の
下
、

誰
も
が
実
践
で
き
る
行
動
事
例
を
紹

介
し
、
共
有
化
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
や
、
憲
章
を
率
先
し
て
推
進
、

市
民
の
規
範
と
な
る
個
人
・
団
体
の

取
り
組
み
の
表
彰
を
致
し
ま
す
。

　
（
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
）

　

橋
村
芳
和
議
員
（
質
問
）
平
成
二

十
年
の
源
氏
物
語
千
年
紀
は
、
悠
久

の
歴
史
に
育
ま
れ
た
京
都
が
も
つ
日

本
文
化
の
奥
深
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を

広
く
国
内
外
に
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
今
後
ど
の

よ
う
に
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
、
市
長
の

思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

桝
本
賴
兼
市
長
（
答
弁
）「
源
氏

物
語
千
年
紀
委
員
会
」
と
緊
密
に
連

携
を
取
り
、
広
域
的
な
展
開
も
図
り

つ
つ
、
本
市
も
様
々
な
独
自
事
業
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
今
年
度
は
プ
レ

事
業
と
し
ま
し
て
、
市
内
各
所
の
源

氏
物
語
ゆ
か
り
の
地
に
説
明
板
を
設

置
す
る
ほ
か
源
氏
物
語
を
テ
ー
マ
と

し
た
観
光
局
の
誘
致
な
ど
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
年

度
に
は
、
さ
ら
に
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
に
お

い
て
、
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心
と

評
価
を
一
層
高
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

きょうと青年政治大学校きょうと青年政治大学校
詳しくは自民党京都府連HPをご覧ください
http://web.kyoto-inet.or.jp/org/jimin/

第9期開校中！第9期開校中！

市
民
憲
章
ど
う
推
進

※市会運営委員会の
　巻野議員、橋村議員は理事
※二特別委員会は
　予算特別委と決算特別委
※普通特別委員会の委員左欄は
　第１分科会、右欄は第２分科会

常　任　委　員　会 特別委員会

財
政
総
務

文　

教

厚　

生

建
設
消
防

交
通
水
道

市
会
運
営
委

普　

通

公
営
企
業
等

委
員
長

委
員
長

自
民
党

副
委
員
長

中
村
三
之
助

西
脇
尚
一
椋
田
知
雄
中
村
三
之
助

山
元
あ
き　

大
西　

均

小
林
正
明

井
上
与
一
郎

内
海
貴
夫
大
西　

均
山
本
恵
一

寺
田
一
博
富
き
く
お
橋
村
芳
和
寺
田
一
博
西
村
義
直

田
中
英
之

小
林
正
明
加
地　

浩
田
中
英
之
津
田
大
三
𠮷
井
あ
き
ら

繁　

隆
夫

加
地　

浩

高
橋
泰
一
朗
田
中
セ
ツ
子

巻
野　

渡
繁　

隆
夫
加
藤
盛
司

巻
野　

渡

巻
野　

渡
橋
村
芳
和
加
地　

浩
津
田
大
三
寺
田
一
博

田
中
明
秀

西
脇
尚
一

津
田
大
三

井
上
与
一
郎

富
き
く
お
中
村
三
之
助

田
中
英
之
津
田
大
三
𠮷
井
あ
き
ら

山
元
あ
き　

内
海
貴
夫
加
藤
盛
司
橋
村
芳
和
加
地　

浩
大
西　

均
寺
田
一
博
山
本
恵
一

椋
田
知
雄
高
橋
泰
一
朗
田
中
セ
ツ
子

巻
野　

渡
繁　

隆
夫
小
林
正
明
田
中
明
秀

西
村
義
直

市会議長　内海貴夫

自民議員の所属委員会



　

激
戦
の
中
、
雪
辱
を
果
た
さ
せ
て
頂

き
深
謝
致
し
ま
す
。
活
動
の
基
本
を
、

子
や
孫
に
胸
を
張
っ
て
渡
せ
る
街
、
人

に
や
さ
し
い
福
祉
の
充
実
し
た
街
づ
く

り
に
置
き
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

良
き
京
都
を
次
代
へ

　

五
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
感
謝
と
感
激
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

市
政
改
革
の
推
進
、
不
祥
事
の
根
絶
、

議
会
の
機
能
強
化
等
、
市
政
の
発
展
の

た
め
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

市
政
改
革
の
推
進
を

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、

二
度
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

元
気
な
京
都
創
り
や
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
達
の
笑
顔
の
為
、
若
さ
・
情
熱
・

行
動
力
で
頑
張
り
ま
す
。

若
さ・情
熱・行
動
力

　

七
期
目
を
迎
え
、
初
心
忘
れ
る
こ
と

な
く
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
！

市
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
ち
、
議
会
と

行
政
が
互
い
に
知
恵
と
意
見
を
出
し
合

い
京
都
の
街
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

山科区（7）
富きくお

　

春
の
選
挙
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
京
都
市
会

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す

る
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
り
ま
す
。

全
力
で
議
長
の
職
責

左京区（4）
大西　均

　

市
は
大
変
な
財
政
難
で
す
。
税
だ
け

に
頼
ら
ず
、
税
を
補
え
る
財
源
を
生
み

出
す
事
が
必
要
で
す
。
古
き
良
き
も
の

を
残
し
、
新
し
い
活
力
あ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

街
に
新
し
い
活
力
を左京区（5）

まきのわたる

　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
國
枝

先
生
の
議
席
を
承
継
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
温
故
知
新
」
の

言
葉
を
背
に
し
っ
か
り
働
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 上京区（2）

寺田かずひろ

　

春
の
選
挙
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
地

球
の
温
暖
化
の
加
速
化
は
誠
に
困
っ
た

も
の
で
す
。
脱
温
暖
化
に
向
け
た
待
っ

た
な
し
の
取
り
組
み
。
頑
張
り
ま
す
。

脱
温
暖
化
に
向
け
て上京区（3）

中村三之助

　

皆
様
の
お
か
げ
で
初
当
選
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。『
謙
虚
に
し
て
驕
ら
ず
』

の
精
神
で
、
市
民
の
代
表
者
と
し
て
信

頼
さ
れ
、
愛
す
る
京
都
の
為
新
人
ら
し

く
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

市
政
を
み
ん
な
の
手
で北区（1）

山本恵一

　

お
か
げ
さ
ま
で
四
期
目
の
当
選
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
親
孝
行
の
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

親
孝
行
で
き
る
社
会北区（4）

加地　浩

　

今
春
の
統
一
地
方
選
挙
。
激
戦
の
な

か
四
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。
け
れ
ん
み
の
な
い

姿
勢
で
初
志
貫
徹
。「
粗
に
し
て
野
だ

が
卑
で
は
な
い
」
人
生
を
歩
み
ま
す
。

粗
野
だ
が
卑
で
は
な
い北区（4）

小林正明

東山区（5）
内海貴夫

知
恵
と
意
見
活
か
し 中京区（2）

津田大三
中京区（5）
かとう盛司
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北
川
明
先
生
の
後
継
者
と
し
て
、
笑

顔
・
健
康
・
信
頼
の
絆
を
大
切
に
、
京

都
は
京
都
ら
し
く
日
本
の
伝
統
・
文
化

の
発
信
地
と
し
て
愛
さ
れ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

信
頼
の
絆
を
大
切
に

　

格
別
の
ご
支
援
を
賜
わ
り
初
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
深
謝
致
し
ま
す
。
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
市
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
み
、
頑
張
り
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
力
に

　

政
治
は
常
に
可
能
性
を
探
求
し
、
各

位
の
負
託
に
答
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

生
き
と
し
生
き
る
も
の
す
べ
て
が
『
日
々

是
好
日
』
と
す
ご
し
得
る
べ
く
奮
闘
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
々
是
好
日
で
奮
闘

　

京
都
市
民
の
五
人
に
一
人
は
伏
見
区

民
。
伏
見
区
の
躍
進
な
く
し
て
京
都
市

の
発
展
な
し
！
ご
期
待
を
頂
い
た
議
席

を
し
っ
か
り
お
預
か
り
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

伏見区（4）
橋村芳和

　

市
民
の
皆
様
が
「
京
都
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
」「
京
都
に
住
ん
で
本
当
に
よ

か
っ
た
」
と
実
感
頂
け
る
ま
ち
づ
く
り
、

「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
輝
く
京
都
」

の
実
現
に
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

輝
く
京
都
の
実
現
へ

「頑張ります」決意新たに！
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西京区（1）
田中明秀

　

こ
の
度
、
初
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。皆
様
の
ご
期
待
に
そ
む
か
ぬ
よ
う
、

「
女
は
強
く
、し
な
や
か
に
」を
信
条
に
、

京
都
市
議
会
の
新
し
い
力
と
し
て
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

強
く
・
し
な
や
か
に右京区（1）

山元あき

　

夢
や
希
望
に
満
ち
た
右
京
区
・
京
都

市
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

様
と
多
く
語
り
合
い
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
よ

う
発
言
し
行
動
し
ま
す
。

夢
希
望
＝
発
言
行
動右京区（3）

田中英之

　

春
の
選
挙
で
は
ご
支
援
を
賜
わ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
が

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
安
心
・
安
全
な
、

そ
し
て
活
力
あ
る
京
都
市
に
な
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

活
力
あ
る
街
づ
く
り右京区（8）

井上与一郎

　

お
か
げ
様
で
五
期
目
の
当
選
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民

の
皆
様
の
要
望
を
お
聞
き
し
、「
安
心
・

安
全
」
の
地
域
社
会
の
実
現
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
心
と
安
全
へ
全
力南区（5）

田中セツ子

　

過
去
を
偲
い
未
来
を
願
い
現
在
を
生

き
る
三
世
を
一
体
と
し
た
市
政
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
与
え
い
た
だ
い

た
経
験
と
実
績
を
生
か
し
行
財
政
改
革

を
強
力
に
進
め
ま
す
。

経
験
と
実
績
生
か
し南区（9）

ムクダ知雄

　

競
争
と
協
調　

接
点
を
間
違
う
と
格

差
社
会
は
広
が
り
ま
す
。
社
会
協
同
意

識
を
し
っ
か
り
根
づ
か
せ
皆
が
協
力
し

な
が
ら
快
適
な
社
会
生
活
が
で
き
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
ざ
し
ま
す
。

常
に
貴
方
の
目
線
で下京区（10）

西脇尚一

　

こ
の
度
、
多
く
の
方
々
の
お
力
で
初

当
選
さ
せ
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
御

座
い
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
山
科
、
生
ま

れ
育
っ
た
山
科
の
為
、
全
身
全
霊
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
科
か
ら
発
展
を

山科区（1）
𠮷井あきら

伏見区（4）
繁　隆夫

伏
見
か
ら
京
の
発
展 伏見区（9）

高橋泰一朗
西京区（1）

西村義直

「
温
故
知
新
」を
背
に

※（　）内の数字は当選回数


